しかし ii 加減な 話 だ、 今時 そんな ことがある 訳の も 

ので はない と、 ある 人が 一人の 坊さんに 申します と、 

ほほえ おやゆび 

その 坊さん は 黙って 微笑みながら、 拇指 を 出して 見せ 

ました、 ちと 落語家の 申します 脔篛 問答の ようで あ 

ります けれども、 その 拇指 を 見せた のであります。 

そして 坊さんが 言う のに、 まず 見た 処 この 拇指に、 

みせさき 

ど の 位な 働きが あると 思わつ しゃる、 たとえば 店頭で 

小僧 どもが、 がやがや 騒いで いる 処へ、 来たよ といつ 

しずま 

て 拇指 を 出して 御覧なさい、 ぴったりと 静リ ましょう 

また 若い 人に ちょつ と 小指 を 見せたら どうであろう、 

とおり とま 

銀座の 通で 手 を 挙げれば、 鉄道馬車が 停る ではな か 



ろうか、 も 一 つ その上に 笛 を 添えて、 片手 を あげて 吹 

ス ティ ショ ン 

鳴らす 事になります と、 停車場 を 汽車が 出ます よ、 使 

ぃ処、 用い 処に 因って は、 これが 人命に も 関われば、 

喜怒哀楽の 情 も 動かします。 これ をで かばち に 申した 

ら、 国家の 安危に 係わる ような、 機会がない とも 限ら 

ぬ、 その 拇指、 その 小指、 その 片手の 働きで。 

リん びょうとう しゃかいじん れつざい ぜん 

しかる をい わん や 臨 兵 闘 者 皆 陣列 在 前 といい、 

令 百 由 旬 内 無 諸 哀艱と 唱えて、 四 縦 五行の 九 字 を 切 

はたらき 

るに おいて は、 いかばかり 不思議の 働 をす るか も 計 

られ まい、 と 申した という こと を 聞いた のであります _ 

ただいま 

いや、 余事 を 申 上げまして 恐入リ ますが、 唯今 私が 



不束に 演じます るお 話の 中頃に、 山中 孤 家の 怪しい 

おんな ご よ おんたから こうもり 

婦人が、 ち ちんぷい ぶい 御代の 御 宝と 唱えて 蝙蝠の 

印 を 結ぶ 処 があります から、 ちょっと 申 上げて おくの 

であります。 

こみ やま ある 

さて これ は 小 宫山良 介と いう 学生が、 一 夏 北陸 道 を 

漫遊し ました 時、 越 中の 国の 小川と いう 温泉から 湯女 

の 魂 を 託って、 遥々 東京まで 持って 参った というお 

舌。 

1 一一 一口 

とまり 

越 中に 泊と 云って、 家 数千 軒ば かり、 ちょっと 

はんじょう ふしき 

繁昌な 町が あります。 伏 木から 汽船に 乗ります と、 

富 山の 岩 瀬、 四日 巿、 魚津、 泊と な つ て、 それから 糸魚 川、 



せき おやしらず 

関、 親 不知、 五智 を 通って、 直 江津へ 出る ので ありま 

あさだち 

小 宫山は その 曰、 富 山 を 朝 立、 この 泊の 町に 着いた 

の は、 午後 三時 半 頃。 繁昌な 処と 申しながら、 街道が 

ひとすじ 

一条 海に 添って おります ばかり、 裏町、 横町な どと、 

謂っても ない のであります、 その 町の 半 頃のと 有る 

くた び 

茶店へ、 草臥れた 足 を 休めました。 

二 

あ J こ J 

渋茶 を 喫しながら、 四辺 を 見る。 街道の 景色、 また 



「折角 だが ね、 まず それ を 聞く のじゃなかった よご 

あいにく さま 

「それ はお 生憎 様で) J ざリ まするな ご 

何が 生憎。 

「私の 聞きた いのは、 ここに 小川の 温泉と 云う のが あ 

るッ て、 その 事なん だが どう だね ご 

「ええ、 ござります とも、 人足 も 通い ませぬ 山の 中で、 

しらさぎ きずし よ 

雪の 降る 時 白鷺が 一 羽、 疵所を 浸して おり ましたの を、 

狩人の 見附けました のが 始 りで、 ついこの 八 九 年 前 か 

ら 開けました。 一体、 この 泊の ある 財産家の 持 地で ご 

ほん 

ざり ますので、 仮の 小屋 掛で 近在の 者へ 施し 半分に 

遣って おりました 処、 さあ、 盲目が 開く、 甓が 立つ、 



らず。 

もと い 

「土地 繁昌の 基 で、 それ はお 目出度い。 時に、 その 小 

川の 温泉まで は、 どのくらいの 道だろう ご 

「はは あ、 これから いら つ しゃる ので) /ざり ます か。 

くるまや 

それならば、 山道 三 里 半、 車夫な どに お尋ねに なリま 

すれば、 五 里 半、 六 里な どと 申します が、 それ は 丁 場 

の 代価で、 本当に 訳 はない ので ござり まする ご 

「ふむ、 三 里 半 だな 可し。 そして 何 かい 柏屋と 云う 温 

泉 宿 は 在る かね ご 

「柏 屋！ ええもう 小川で 一等の 旅籠 屋、 畳 もこの ご 

ろ 入 換えて、 障子 もこの ごろ 張 換えて、 お湯 もどん ど 



ん 沸いて おります ご 

と 年甲斐 もな い 事 を 言 いながら、 亭主 は 小宮山 の 顔 

ひそ けし 

を 見て、 いやに 声を密 めた のであります な、 怪 からん _ 

「へへ へ、 ^い 婦人が 居ります ぜ。」 

「何 を 言つ てい るんだ。」 

「へへ へ、 お湯 を さして 参りましょう かご 

「お茶 もたん と 頂いた よご 

わき しょうぎ 

と 小 宫山は 傍 を 向いて、 飲 さしの 茶 を 床几の 外へ ざ 

ぶり 明けて 身支度に 及びます る。 



一 泊す る もの を、 乾燥無味な 旅籠 屋に 寝る より は、 多 

いろつや き 

少色艷 つぼい その 柏屋 へと 極めた ので。 

さて、 亭主の 口と 盆の 上へ、 若干 かお 鳥目 を はずん 

こんが すり ひとえ しろち リ めん へこおび むぎわら 

で、 小 宫山は 紺 飛白の 単衣、 白 縮緬の 兵児帯、 麦藁 帽 

きゃはん わらじ いでたち 

子、 脚絆、 草鞋と いう 扮装、 荷物 を 振 分に して 肩に 掛 

け、 既に 片影が 出来て おります から、 5s 蝠傘は 畳んで 

提げながら、 茶店 を 発って、 従是 小川 温泉 道と 書いた、 

傍 示 杭に 沿いて 参ります る。 

ゆ つまさき あが 

行く ことおよ そ 二 里ば かり、 それから 爪先 上りの だ 

とまリ 

ら だら 坂に なった、 それ を 一 里 半、 泊 を 急ぐ 旅人の 心 

に は、 かれこれ 三 里 余 も 来たらう と 思う と、 ようやく 



小川の Si 泉に 着きまして ございま する。 

志す 旅籠 屋は、 尋ねる と 直ぐに 知れた、 有名な もの 

で、 柏屋 金蔵。 

ガ どぐ ち 力 力 

そのまま、 ずっと 小 宫山は 門口に 懸リ まする。 

「いらっしゃ いまし。」 

つき 

「お 早い お着 ご 

「お疲れ様で。」 

おんな 

と 下女 共が 口々 に 出迎え まする。 

そろばん 

帳場に 居た 亭主 が 、 算盤 を 押 遣って 

すすぎ 

「これ、 お 洗足 を。 それ 御 案内 を ご 

もてなし みな リ 

とちや ほや、 貴公子に 対する 待遇。 服装 もお 聞きの 



ほこり まみ わらじば き 

通り、 それさえ、 汗に 染み、 埃に 塗れた、 草鞋 穿の 旅 

人に は、 過ぎた 扱い をいた します る。 この 温泉 場 は、 

泊から わずか 四 五 里の 違いで、 雪が 二三 尺 も 深いので 

よ つ かく し し 

ありまして、 冬 向 は 一 切 浴客はありませんで、 野猪、 

たぐい さぎ しん かリ くろう 

狼、 猿の 類、 鷺の 進、 雁九郎 などと 云う 珍客に 明け渡 

にぎわ 

して、 旅籠 屋は 泊の 町へ 引上げる くらい。 賑 います 

さんぷく ころお い 

の は 花の 時分、 盛夏 三 伏の 頃 、 唯今 はもう 九月 中旬、 

はじめ ほっこく すずかぜ 

秋の 初で、 北国 は 早く 涼風が 立ます から、 これが 

逗留 の 客と 云う 程の 者 もな く、 一 一階 も 下 も 伽藍 堂、 た 

また まのお 客 は、 難船が 山の 陰 を 見附けた 心 持で あり 

ま， tu 7 力ら 



「こっちへ ごと 婢 女が、 先に 立って 導きました。 奥 座 

ほんど ► J 

敷 上段の 広間、 京 間の 十 畳で、 本 床附、 畳 は 滑る ほど 

ふすま たれ 

新ら しく、 襖 天井 は 輝く ばかり、 誰の 筆と も 知らず、 

薬草 を 銜えた 神 農 様の 画像の 一 軸、 これ を 床の間の 正 

面に 掛けて、 花 は 磯馴、 あすこ いらは 遠 州が 流行り ま 

あかえ ぼし 

する 処で、 亭主の 好きな 赤 烏帽子、 行儀 を 崩さず 生か つ 

ている。 

小 宮山は その 前に、 悠然と 控えました。 

さて、 お茶、 煙草盆、 御 挨拶 は 略しまして、 やがて 

持って来た 浴衣に 着換えて、 一風呂 浴びて 戻る。 誠 や 

温泉の 美く しさ、 肌、 骨まで も 透 通り、 そよ そよ と 風 



「いえ、 道中 筋で 盛の 可 いのは、 御 家来 衆に 限ります 

とさ、 殿様 は 軽く たんと 換えて 召食リ まし。 はい、 

ごぜん 

徇膳。 」 

「洒落 かい、 いよ 柏屋の 姉さん、 本当に 名 を 聞かせて 

おくれよ ご 

「手前 は柏屋 でございます ご 

「お前の 名 を 問う の だよ ご 

「手前 は柏屋 でございます ご 

よそ - .1 ぼ 

と 上手に 御飯 を 装いながら、 ぼたぼた 愛嬌 を 溢し ま 

すよ。 



から、 小宫山 は、 はてな、 柏屋の 姐さん、 ここらで そ 

の 本名 を 名告る のかと 可笑しく も) J ざ い まする。 

みまわ 

すると、 女 は 後先 を朐 しました が、 じりじりと 寄つ 

て 参り、 

「時に つかぬ 事 をお 伺い 申しまして、 恐れ入り ますが、 

おそろ 

貴方 は 方々 御旅 行 をなさい まして、 可 恐し い 目に お 逢 

い 遊ばした 事 は ございません かご 

小宫山 は、 妙な 事 を 聞く と 思い ましたが、 早速、 

「いや、 幸い 暴風雨に も 逢わず、 海上 も 無事で、 汽車 

ご ま ぁリ がた み よ 

に 間違 もなかった。 道中の 胡麻の 灰な ど は 難 有い 御代 

の 事、 それでな くっても、 見込まれる ような 金子 も 持 



まする、 女 は 極く 生真面目で、 

「実は お客様、 誠に 申 兼ね ましたが、 少々 お願いが ご 

ざい ますんで すよ、 外の 事ではありません が、 さっき 

貴方のお 口から も、 ちょいと お 話の ございました、 あ 

のお 雪さん の 事で ございま すが、 佳い 女 は なぜ あんな 

に 体が 弱い ので ございましよ うねえ。 平生からの 処へ、 

今度 煩い 附 きまして、 もう 二月 三月、 十日ば かり 前 か 

ら、 また 大変に 悩みます ので、 医者と 申しましても、 

一 一 一 里 も 参ら ねばな リ ませぬ。 薬 も 何も 貴方 何 の 病気 だ 

か、 誰に も 考えが 附 きませ ぬので、 ただもう 体の 補い 

になります ような もの を 食べ さ し てお くば かりで w J ざ 



小 宫山も 他人) J とのよう に は 思い ませぬ。 

六 

おそろ 

「その 時 は どんなに 可 恐し ゆう ございましよう、 苦し 

いの、 切ない の、 一層 殺して 欲しい の、 とお 雪さん が 

うめ 

呻きまして、 ひい ひい 泣 くんで ございます もの、 そし 

つかま 

てね 貴方、 誰か を摑 えて 話で もす るよう に、 何 だい 誰 

だ、 など と言うで は ございま せんか、 その 時 はもう 

うちわ そば 

内 曲の 者 一 同、 傍へ 参ります どころ では ございません 

よ、 何 だって 貴方、 異類 異形の ものが、 病人の 寝間に 



みなら 一 晚 看病 をして 上げよう。 ともかくも 今の その 

話 を 聞いても、 その 病人 を 傍へ 寝かしても、 どうか 

おそろ 

可 恐し くないよ うに 思われる から ご 

と 小 宮山は 友人の 情婦で はあり、 煩って いるの が 可 

哀 そうで も あり、 殊に は 血気 壮な ものの 好奇心 も 手 

伝って、 異議なく 承知 を 致しました。 

「しかし 姐さん、 別々 にす るの だろう ね ご 

「何で) ，- ざいます。 」 

「何 その、 お 床の 儀 だ。」 

「お ほほ、 お雪さん にお 聞きなさい まし ご 

1 つるさ 

「可 煩いな、 まあ 可い や ご 



話 を 致させ ましたので ござります るが、 かように 御 心 

安く 御 承諾 下さいまして は、 かえって 失礼に なリ まし 

て) j ざり まする。 

早速 当人に も 相伝え まして、 久しぶりで 飛んだ 喜ば 

せて やりました。 全く 御蔭様で ござり まする。 何が 貴 

方、 かねての 心懸が 宜し ゆう ござり ますので、 私共 も 

はや、 特別に 目 を 懸けまして、 他人の ように 思い ませ 

うな 

ぬから、 毎晚 魘され まする のが、 目 も 当てられ ませぬ 

されば と 申して、 目 を 塞いで 寝ます る 訳に は 参り ませ 

ずな、 いやもう ご 

と 言 懸けて、 頷く 小宫 山の 顔 を 見て、 てかてか とし 



とば かリ、 取鎚 るよう に 申しました。 小宫山 は、 亭 

主と いい、 女中の 深切、 お雪の 風采、 それや これ や 胸 

一 杯に なりまして、 思わず ほろ りと 致し ましたが、 さ 

りげ のう、 ただ -頷 いていた ので ありました。 

じ ぎ 

「そらお 雪、 どうせこう なり や 御 厄介 だ。 お 時 儀 も 御 

挨拶 も 既に 通り越して いるんだ からの、 御 遠慮 を 申さ 

ないで、 早く 寝かして 戴く と 可い、 寒い と 悪かろう。 

俺で さえ ぞくぞく する、 病人 はなおの 事ッ た、 お客様 

ももう 御 寝な リ まし、 お 鉄 や、 それ ご 

そそく さ にげが まえ 

と 急遽して、 実は 逃 構 も 少々、 この 臆病者 は、 病人 

の 名 を 聞いて さえ、 睐 然とす る K 子で、 



こやつ な の 

お 鉄 (此奴 あ 念 を 入れて 名告る 程の 事ではなかった) 

そで ぴ ようぶ いたわ 

は袖屛 風で、 病人 を 労って いたのであります が、 

「さあさあ 早く その 中へ、 お 床 は 別々 でも、 お前さん 

何 だよ 御 婚礼の 晚は、 女が 先へ 寝る もの だよ、 まあ さ、 

御 遠慮 を 申さないで、 同じ 東京のお 方 じ やない か、 裏 

の 山から 見える なんて、 噂ば かりの 日本 橋のお 話で も 

聞いて、 ぐっと 気 をお 引立てな さいなね。 水道の 水 を 

めしあが 

召食ッ てい らっしゃれば、 お 色艷も それ、 お前さんの 

あの方に、 ねえ 旦那。」 

「まずの ご 

と 言った ばかりで、 金蔵 はま じり まじり。 大方 時刻 



の 移る に 従うて、 百万遍 を 気にする のでありましょう _ 

はにか やわら 

お 鉄 は 元気 好く 含羞む お雪 を 柔 かに 素直に 寝かして、 

お さ 

袖 を 叩き、 裾 を 圧え、 

「さあ、 お客様 ご 

と 言った のであります るが、 小 宮山も 人目の ある 前 

で 枕 を 並べる の は、 気が 差して 跋も 悪う ございま すか 

ら、 

「まあまあ お前さん 方 ご 

, J うむ > J え 

「さようならば、 御免 を 蒙ります る。 伊賀 越で おい 

わし ももひきむ そ は 

でな すった お 客 じ やない から、 私が 股引 穢 うても 穿い 

て 寝る に は 及ばん わ、 のうお 雪 ご 



「旦那 笑談 では ございま せんよ、 失礼な。 お客様 御 

免 下さい まし ご 

ゆ 

と 二人 は 一所に 挨拶 をして、 上段の 間 を 出て 行き ま 

おやじ りょう さげ たばこいれ 

する、 親 仁 は 両提の 莨 入 を ぶら 提げながら、 克明に 

はげあたま 

禿 頭 を ちゃんと 据えて、 てくてくと 敷居 を 越えて、 廊 

であいがしら さわぎ 

下へ 出逢 頭、 ゎッと 云う 騒動。 

「痛え ご と あいたし こ をした 様子。 

うかが 

さっきから 障子の 外に、 様子 を 窺って おりました 

ものと 見える、 誰か 女中の 影に 怯えた のであります る _ 

笑う やら、 喚く やら、 ばた ばた という 内に、 お 鉄が 障 

ひっそり 

子 を 閉めました。 後の 十 畳 敷 は 寂然と 致し、 二 筋の 



「あの、 そう 伺います ばかりで も、 私 は 故郷の 人に 逢 

いました ようで、 お 可 懐し いので ござります よご 

ひいき ぁリ がた 

「東京が 矗属 かい、 それ は 難 有い ね、 そして ここ いら 

しさい 

に、 矗貭は 珍しい が、 何 か 仔細が 有りそう だな ご 

いわれ 

小宫山 は、 聞きませんでも その 因縁 を 知って おり ま 

しょう、 けれども、 思う さま 心の 内 を 話さして、 とに 

かく 慰めて やりたい 心。 

「東京 は 大層 広い そうで ございま すから、 泊の もの を、 

こちらで 存じて ぉリ ますよう な 訳に は 参ります まいけ 

さん おところ 

れ ども、 あのう、 私 は篠田 様と 云う、 貴方の 御所の 方 

〕） 'ち、 

に、 少し 知己が あるので ございまして ご 



おご こい わずら 、- 

さあ 驕れ、 手も無く それ は 恋病 だと、 ここで 言わ 

れた 訳ではありません から、 小 宫山は 人の 意気 事 を 

畏まって 聞かされた のであります る、 勿論 容体 を 聞 

く 気であります から、 お雪の 方で も、 医者 だと 思って 

遠慮がない。 

「久しく そんなに 致して おります 内、 ちょうど この 十 

日ば かり 前の 真夜中の 事で ございます。 寐られ ません 

目 をば ちば ちして、 噴めて おりました 壁の 表へ、 絵に 

か ぼんやり おそろ 

描いた ように、 茫然、 可 恐し く脊の 高い、 お 神さん の 

姿が 顕 れ まして、 私が 夢 かと 思 つ て、 熟と 噴めて おり 

うち あしおと まくらもと 

ます 中、 跫音 もせず 壁から 抜け出して、 枕頭 へ 立ち ま 



と 私の 名 を 存じて おりまして、 

(お雪 や、 お前、 あんま リ可哀 そうだから、 私が その 

なお 

病気 を復 して 上げる、 一所に おいで。) 

と 立った まま 手 を 引く ように 致し ましたが、 いつの 間 

おもて 

にやら 私の 体 は、 あの 壁 を 抜けて 戸外へ 出まして、 

みおぼえ 

見覚の ある 裏山の 方へ、 冷たい 草原の 上 を、 貴方、 

はだし 

跣 足で すたすた 参 るんで ございま すご 

「零 余 子な ど を 取りに 参ります 処で、 知って おります 



うち まず 

ん でございますが、 そんな 家 は ある 箬は ございません、 

あばら や ぼんやり 

破家が 一 軒、 それ も 茫然して 風が 吹けば 消えそう な、 

すま い 

そこが 住居なん で ございましよう。 お 神さん は 私 を 引 

入れ ましたが、 内に 入ります と 貴方 どうで ございま 

あらむ しろ 

しょう、 土間の 上に 台が あって、 荒 筵 を 敷いて あるん 

でございますよ、 そこら は 一面に 煤 ぼって、 土間 も 黴 

が 生える ように、 じくじくして、 隅の 方に、 お 神さん 

まっさお あかり とも 

と 同じ 色の 真 蒼な 灯が、 ちょろちょろと 点れて ぉリ 

ました。 

(どう だ、 お前 ここに ある もの を 知つ てる かい。) とお 

ゆびさし 

神さん は、 その 筵の 上に ある もの を、 指 をして 見せ 



こわごわ のぞ いや 

ますので、 私 は 恐々 靦 きます と、 何だか 厭な 匂の する 

ぞう も つ 

色々 な 雑物が ございま したの。 

(これ はの、 皆 人 を 磔 に 上げる 時に 結えた 緦 だ、) つ 

て 扱いて 見せる ので ございます。 私 はもう、 気味が 悪 

いやら 怖い やら、 がたがた 顫えて おります と、 お 神 さ 

ん がね、 貴方、 ざく りと 釘を摑 みまして、 

うし ときまい リ 

(この 釘 は 丑の 時 参が、 猿 丸の 杉に 打 込んだ ので、 

のろい さびつ 

呪の 念が 鲭附 いている だろう、 よくお 見。 これ はね 

やもり 

大工が 家 を 造る 時に、 誤って 守宮の 胴の 中へ 打 込んだ 

もの じ や、 それから 難破した 船の 古 釘、 ここに あるの 

とかげ 

は 女の 抜 髪、 蜥蜴の 尾の 切れた、 ぴちぴち 動いて るの 



を 見なく ちゃ 可け ない。) と差附 けられました 時 は、 も 

の も 言われません。 

(お雪、 私が これ を 何に する、 定めしお 前 は 知ってい 

よう。) どうして 私が 知って おりましょう。 

(うむ、 知って る、 知っている 害 じ やない か、 どう だ。) 

と 責める ように 申します から、 私 はどうなる 事で しょ 

おそろ 

うと、 可 恐し さの あまり、 何にも 存じません と、 自分 

にも 聞え ません くらい。 

(何 存ぜぬ ことがある もの か、 これ はな、 お雪、 お前 

なお きつ 

の 体に 使う の だ、 これで その 病気 を復 してやる。) と屹 

と 睨んで 言われました から、 私 はもう 舌が 硬って し 



とんが やせ 

を 乱して、 目の 血走った、 鼻の 尖 つた、 痩ッ こけた 女 

うつむ あらわ 

が、 俯向けな リ にな つ て、 ぬつ くり 顕 れ たので ござい 

ますよ 

しっと くるいじに おんねん 

(お雪 や、 これ は 嫉妬で 狂死 をした 怨念 だ。 これ を 

ここへ 呼び出し たの も 外 じ やない、 お前 を復 してやる 

いきな リ 

その 用に 使う の だ。) と 申し ましてね、 お 神さん は 突然 

ま < 

袖 を 捲って、 その 怨念の 胸の 処へ手 を 当てて、 ずう と 

突 込んだ、 思います と、 がば と 口が 開いて、 拳が 中へ ご 

と 言 懸けました、 声に 力 は 籠りました けれども、 体 

は 一層 力無げに、 幾度 も 溜息 を 吐いた、 お雪の 顔 は 蒼 

ざめ て 参ります る。 小 宫山は 我 を 忘れて 枕 を 半 I。 



まっしろ あばらぼね 

「そのまま 真白な 肋骨 を 一筋、 ぼきり と 折って 抜 取 

リ ましてね。 

てめ え 

(どう だ、 手前が 嫉妬で 死んだ 時の 苦しみ は、 何と こ 

のく らいの ものだった かい。) と 怨念に 向いまして、 お 

おんりょう 

神さん がそう 云います と、 あの、 その 怨霊が ね、 貴方、 

うえした しば 

上下の 歯 を 食い 緊 つて、 (うう む、 うう む。) と 二つば 

かり、 合点々々 を 致した ので ございま すよ。 

(可し。) とお 神さん が 申します と、 怨念 はまた さっき 

のよう な 幅の広い 煙と なって、 それが 段々 罎の 口へ 

入 つ てし まいました。 

それからで ございます がご 



うちわな な 

とお 雪 は 打 戦 いて、 しばらく は 口 も 利け ません 様子。 

十一 

さて その 時お 雪が 話しました ので は、 何でも その 

ひとつや くだん 

孤 家の 不思議な 女が、 件 の 嫉妬で 死んだ 怨霊の 胸 を 

あば あばらぼね ぜん 

発いて 抜 取った という 肋骨 を 持つ て 前 申します る 通 

のろ 

リ、 釘 だの 緦 だのに、 呪われて、 動く こと もな リ ませ 

んで、 病み 衰えて おります お雪 を、 手と もい わず、 胸、 

肩、 背と もい わず、 びしびしと 打ちのめして、 

(さあ どう だ、 お前、 男 を 思い切る か、 それ を 思い切 



りさえ すれば 復る 病気 じ やない か、 どう だ、 さあ これ 

でも 言う 事 を 聞かない か、 薬 は 利かない か。) 

と 責めます の だそう であり まする、 その 苦し さが 耐 

えられ ませぬ 処 から、 

(御免なさい まし、 御免なさい まし、 思い切ります。) 

と 息の下で 詫びます る。 それで は 帰して やる と言う 

もと ね や あくるばん 

お雪 はいつ の 間に か 旧の 閨に 帰って おります。 翌晚 

になる とまた 昨夜の ように、 同じ 女が 来て 手 を 取って 

引出して、 かの 孤 家へ 連れて まいり、 釘 だ、 緦だ、 抜 

とかげ あばらぼね 

髪 だ、 蜥蜴の 尾 だ わ、 肋骨 だ わ、 同じ 事 を 繰返して、 

こた ちょうちゃく 

& 身に 応えよ と 打 損する。 



(お前、 可い 加減な 事 を 言って、 ちっとも 思い切る 様 

子 はないで はない か。 さあ、 思い切れ、 思い切る と 

は つ きり 

判然 言え、 これで も 薬 はま だ 利かぬ か。) 

と言うの だそう であり ますな。 

申す まで もありません、 お雪 はとても 辛抱の 出来る 

事で はない のです から、 きっと 思い切る と言う。 

それで はと 云つ て 帰します る。 

あくるばん まいよ たが 

翌晚 も、 また 翌晚 も、 連夜の 事で きっと 時刻 を 違え 

ず、 その 緑青で 斷 出した ような、 蒼い 女が 遣って 参り、 

くちさき 

例の 孤 家へ 連れ出す の だそう であり ますが、 口頭ば か 

ふらち ひきず はて 

りで 思い切らない、 不埒な 奴、 引摺 りな 阿 魔め と、 果 



小宮山 は、 何と 思いました か 力強く、 あたかも 虎を搏 

にす るが ごとき 意気込で、 蒲団の 端 を 景気よ く とんと 

打って、 むくむ くと 身 を 起し、 さも 勇ましい 顔で、 

莞爾と 笑いまして、 

「訳 はない。 姉さん、 何の 事た なご 

十二 

I 皆 そリゃ 熱の せいだ、 熱 だよ。 姉さん も 知って る 

え やみ 

だろう が、 熱 じ や 色々 な 事 を 見る もの さ。 疫の神 だ 

まう そう 

の 疱瘡の 神 だのと、 よく 言う じ やない か、 みんな これ 



しめて、 蒲団の 上で 片膝 を 立てる と、 お前、 後 毛 を 

かき あ おしろい ふ 

搔 上げて、 懐紙で 白粉 を あっち こっち、 拭いて 取る 内 

に、 唇に 障る とちよ いと 紅が 附 いたろう。 お 小姓が ね、 

しわ 

皺 を 伸して その 白粉の 着いた 懐紙 を 見て いたが、 何と 

かん ざし 

思 つた か、 高島田に 挿して いる 銀の 平 打の 簪、 

まるに いの じ すけた かや 

》 〔# 丸い、 407,8r が附 いている、 これ は 助 高屋と 

とつしょう 

なった、 沢村訥 升の 紋 なんで、 それ を このお 小姓が、 

ひいき 

大層 矗 属に したん だっさ。 簪を ぐいと 抜いて ちょいと 

見る とね、 莞爾 笑いながら、 そら 今 口紅の 附 いた 懐紙 

にぐ るぐ ると 巻いて、 と 戴いた とま あお 思い。 

しま 

可い かい、 それ を 文庫へ 了って、 さあ 寝 支度 も 出来 



うだ つたつ さ。 

ええ、 姐さん 変じ やない か、 気が 差す だろう。 それ 

から そのお 小姓 は、 雪洞 を 置いて、 ばたり と 戸 を 開け 

たんだ、 途端に、 大変な ものが、 お前 心 持 を 悪く して 

は！^ けない、 これが みんな 病の せいだ。 

まう つむ 

戸 を 開ける と 一所に、 中に 真 俯向けに なって いた、 

きたな ばばあ 

穢ぃ 婆が、 何とも 云いよう のない 顔 を 上げて、 じろ 

しらが 

リと 見た、 その 白髪と いう ものが 一通りで はない、 銀 

すすき 

の 針金の ような のが、 薄 を 一 束 刈った ように、 ざら ざ 

らと 逆様に 立った。 お 小姓 は それ ッ きり。 

おそろ うつ ッ 

さあ、 お 奥で は大 騒動、 可 恐し ぃ大熱 だから 伝染て 



こころち と 

も 悪し、 本人 も 心許ない と 云う ので、 親許へ 下げた の 

だ。 医者 はね、 お前、 手 を 放して しまった けれども、 

これ は 日なら ず復 つたよ。 

我に 反る ようにな つてから、 その 娘の 言う のに は、 

現の 中ながら どうかして 病が 復 したいと、 かねて 信 

心 をす る 湯 島の 天神 様へ 日参 をした、 その 最初の 曰か 

ら、 自分が 上がろう という、 あの 男坂の 中程に 廁 で 見 

た穢 ない 婆が、 摑み附 きそうに して 控えて いるので、 

しょんぼり あくるひ 

悄然と 引返す。 翌日 行く とまた 居 やが る。 行つ ちゃ 

帰リ、 行つ ちゃ 帰り、 ちょうど r 一十 日の 間、 三 七 二十 

おもい わにぐち すが 

一 日 目の 朝、 念が 届いて お宮の 鰐口に 鎚リ さえ すれば、 



「上の 鳥居の 際へ 一人 出て 来たの が、 これ を 見る とつ 

せんだい ひら はかま 

かっかと 下りた、 黒 縮緬 三 ッ紋の 羽織、 仙 台 平の 袴、 

は ぶ た え ずきん かぶ ちりば 

黒 羽二重の 紋附を 着て 宗十郎 頭巾 を 冠り、 金銀 を鏤 

ばき い 

めた 大小、 雪駄 穿、 白 足袋で、 色の 白い 好い 男の、 年 

若な 武士で、 大小な ど は 旭に きらきらして、 その 立派 

さとい つたらなかった そうだよ。 石段の 上の 方から、 

ずつ て 寄つ て、 

(推参な、 婆あ 見苦しい。) と 言い さま、 お前、 疫病神 

の 襟首 を 取って、 坂の下へ ず でんどうと 逆様に 投げ 飛 

ばした、 可い 心 持 じ やない か。 お 小姓の 難 有さ、 神と 



ら、 どうぞお 顔の 方に 向かして おいて 下さい ましな ご 

「うむ、 可い とも ご 

「で) J ざ います けれども …… 。 」 

「どうした ご 

きま リ 

「あのう、 極が 悪う ございます よ。」 

まぶた ふさ 

とほん の リ瞼を 染めながら、 目 を 塞いで しかも 

た の も 

頼 母し そう、 力と します るよう、 小宫 山の 胸で 顔 を 隠 

つむり 

すよう に 横顔 を 見せ、 床 を 隔てながら 櫛 巻の 頭 を 下げ、 

あた リ ふすま 

口の 上辺まで 衾の 襟 を 引 寄せ ましたが、 やがてす や 

す やと 寐入 つたので あります る。 

その 時の 康子 は、 どんなに か 嬉しそうであった —— 



と、 今でも 小宫 山が 申します る。 さて 小宫山 は、 勿論 

寐られ る 訳で はあり ませぬ から、 しばらく お雪の 様子 

すぎ 

を 見て いたのであります る。 やや 初夜 過と なりました _ 

ゆや ど しん しずま 

山中の 湯 泉 宿 は、 寂然と して 静 り 返り、 遠くの 方で 

ざら り ざら りと、 湯女が 湯殿 を 洗いながら、 歌 を 唄う 

のが 聞え まする。 

この 界齓 近国の 芸妓な どに、 ただこの 湯女 歌ば かり 

で 呼び ものに なって いるの があります くらい。 怠けた 

ような、 淋しい ような、 そうかと いうと 冴えた 調子で 

間 を 長く 引 張って 唄います るが、 これ を 聞く と 何とな 

く 睡眠剤 を 服 まされる ような 心 持で、 



まい ご かね 

迷ィ 児の 迷ィ 児の 三 太 や あいと、 鉦 を 叩いて 山の 裾 を 

廻る 声 だの、 百万遍の 念仏な ど は余リ 結構な もので は 

ありま せんな。 南無阿弥陀仏 …… 南無 阿弥陀 …… 南無 

可尔它 o 

あたま 

亭主 は さぞ 勝手で 天窓から 夜具 をす つぼ リ であろう 

と、 心に 可笑しく 思います る、 小 宫山は 山気 膚に 染み 

渡リ、 小用が 達した くな りました。 

折角 可い 心地で 寐 ている もの を 起して は 気の毒 だ。 

くつ わ ふすま 

勇士 は 轡 の 音に 目を覚ます とか、 美人が 衾 の 音に 起 

きませ ぬよう、 そ ッと抜 出して 用達し をして まいり、 

ゆきかえり 

往復 何事 もなかった のであります るが、 廊下の 一方、 



あります。 

まぶ たき ^ッっ 

そいつが 羽撃 をして、 ぐるりぐ るりと 障子に 打附 

かって 這い 廻る 様子、 その 動く に 従うて、 部屋の 中の 

ともしび あかる 

燈 火が、 明くな り 暗くなる の も、 思いな し 心 持の せい 

でありましょう か。 

さて は 随筆に 飛驛、 信 州な どの 山 近な 片田舎に、 宿 

とま 

を 借る 旅人が、 病 もな く 一 晚の 内に 息の根が 止る 事が 

ひのえん ま とな 

しばしば 有る、 それ は 方言 飛 縁 魔と 称え、 蝙蝠に 似た 

くちばし とんが しごき まと 

嘴 の 尖った 異形な ものが、 長 襦袢 を 着て 扱 帯 を 纏い、 

旅人の 目に は 妖艷な 女と 見えて、 寝て いるものの 懐へ 

入り、 嘴 を 開ける と、 上下で、 口、 鼻を蔽 い、 寐息を 



あた リ みまわ 

ろき よろ と 四辺 を朐 してお りました が、 頂 は 遠く、 

四辺 は 曠野、 たとえ 蝙蝠の 翼に 乗っても、 虚空へ 飛び 

またたき うち 

上る 法で は あるまい、 瞬 一 つし きらぬ 中、 お雪の 姿 

こやつ 

を 隠した は、 この 家の 内に 相違ない ぞ、 這 奴！ 

しょう せんざん 

小川 山 の 妖怪 ござん なれと、 右から 左へ、 左から 右へ 

まわ リ 

取って返して、 小宮山 はこの 家の 周囲 をぐ るぐ ると 

うかが 

廻って 窺い ましたが、 あえて 要害 を 見る に は 当らぬ。 

でで むし すまい まか 

何の 蝸牛み たような 住居 だ、 この 中に 踏み込んで、 罷 

リ 違えば、 殻 を 背負っても 逃げられ ると、 高 を 括って 

度胸が 坐った のであります から、 威勢よ く 突立って 

J ん. J ん 

凜々 とした 大音声。 



「お頼み 申す、 お頼み 申す！ お頼み 申す" 二 

と 続け ざまに 声 を 懸けた が、 内 は 森と して 応 がない、 

耳を澄ま すと 物音 もしないで、 かえって 遠くの 方で、 

化けた 蛙が 固まって 鳴く ように、 南無阿弥陀仏 南無 

阿弥陀 仏、 南無阿弥陀仏 南無阿弥陀仏。 と 百万遍。 眉 

ひそ しゃく いらだ わめ 

を 顰めた 小宮山 は、 癩に 障る から 苛立って 喚いたり。 

「お頼み 申す ご 

すると、 どうで ございましよう、 鼻ッ 先の 板戸が 音 

もしないで、 すらりと 開く。 

「騒々 しい じ やない かね ご 

とが おそろ 

顔 を 出した のが、 鼻の 尖った、 目の 鋭い、 可 恐し く 



うかこう か、 まあ 殺されずに 済みそう だと、 思う ばか 

りで， > 」ざ いまする。 

ものずき 

「一体 物 好で こんな 所へ 入って 来たお 前さん は、 怖い 

ものが 見たい のだろう。 少々 ばかりね ご 

「いえ、 何 ご と 口の 内。 

「まあ、 おいでな さいご 

.f ら. T- つ CJ- りンり 

妾に 跟ぃ てこつ ちへ と、 宣示 すが ごとく 大様に 申 

せんかた つ 

して、 粛然と 立って 導きます から、 詮方な しに 跟 いて 

<び す 

行く。 土間が 冷く 踵に 障った と 申します ると、 早 や 

そうぜん 

小宫 山の 顔色 蒼然！ 

ともしび あらむ しろ 

話に 聴いた、 青色の その 燈火、 その 台、 その 荒 筵、 



「東西 ご 

まとち 

女 はそう 致して、 的 面に 台に 向いまして、 ち ちんぷ 

いぶい、 御代の 御 宝と 言った の だか 何だか 解り ませ 

ぬが、 口に 怪しい 呪文 を 唱えて、 ば さりば さりと 双 の 

かいな まつ すぐ の うえした 

腕 を、 左右へ 真直に 伸した の を 上下に 動かしました。 

ふる かきけ 

体が ぶる ぶ る ッ と 顫え た と 見る が 早い か、 搔 消す) J と 

く 裸身の 女 は 消えて、 一 羽の 大蝙蝠と なりまして ござ 

いまする。 

例の ごとく ふわ ふわと 両三 度 土間の 隅々 を 縫い まし 

たが、 いきなり 俯け になって いるお 雪の 顔へ、 顔 を 押 

当て、 翼で その 細い 項 を 抱いて、 仰向けに 嘴 でお 雪 



怖 さは 小 宫山も 同じ 事、 お雪の 背中へ 額 を 着けて、 

おもい 

夜の 明くるの をた だ、 一 刻 千秋の 思 で 待 構えます る 

まどろ 

内に 疲れたせ いか、 我に も あらず そろそろと 睡 みま 

したと 見えて、 目が 覚める と、 月の 夜 は 変リ、 山の端 

あさひ こんじき ちりば 

に晴々 しい 旭、 草木の 露 は 金色 を 鏤めて おりました。 

そ つ 

密と 膝から 下す と、 お雪 はや はり そのままに、 す や 

す やと 寐 入って いる。 

「お早う ございま すご 

ま つ ささ 

と 声 を 懸けて、 機嫌 聞きに 亭主が 真 先、 百万遍 さえ 

-P おりじ 

止み ますれば、 この 親仁大 元気で、 やがてお 鉄 も 参り、 

「お客様お 早う ございま すご 



十九 

うが い ちょうず 

小 宫山は 早速 嗽 手水 を 致して 心 持 も さっぱり しま 

したが、 右左から 亭主、 女 共が 問い 懸けます る 昨晩の 

様子 は、 いや、 ただお 雪が ちょいと 魘された ばかり だ 

しさ い 

と 言って、 仔細 は 明し ませんで ございました、 これ は 

のち きづか 

後の 事 を 慮って、 皆が 恐れげ なくお 雪の 介抱 をして 

やる 事が 出来る ようにと、 気 を 着けた のであります る。 

.£ お 

お雪の 病気 を復 すに も 怪しい もの を 退治る にも、 

きば へんじゃく 

耆婆 扁鵲に 及ばず、 宫本武 蔵、 岩 見 重太郎 にも 及ばず、 



ただ 篠 田の 心 一 つで あると 悟りました ので、 まだ、 二 

日 三日 も 居て 介抱 もして やりたかった ので はあります 

けれども、 小 宫山は 自分の 力で は 及ばない 事 を 知り、 

何よりも まず 篠 田に 逢って と、 こう 存じました ので、 

急がぬ 旅ながら 早速 出立 を 致しました。 

その 柏屋を 立ちます る 時 も、 お雪 はま だ 昨夜の まま 

寝て いたのであります る。 失礼な 起しましょうと 口々 

あさげ したた 

に 騒ぐ を 制して、 朝餉 も 別間に おいて 認 め、 お前さん 

方が 何も 恐がる 程の 事 はない の だから、 大勢 側に 附ぃ 

て 看病 をして おやん なさい と、 暮々 も 申し 残して 後 髪 

を 引力. W な 力ら 



て 考えて いました が、 開き直つ たという 形で、 

r 篠田、 色々 話 は あるが、 何も彼も 明日 出直して 来よ 

う、 それまで まあ 君 心 を 鎮めて 待って くれ。 それじゃ 

託 り 物 を 渡した ぜご 

「ええ。」 

あす 力 

「いえ、 託り 物 は 渡したん だぜご 

「託り 物って 何 だ ご 

「今 受取った それさ ご 

「何 を、」 と 篠田は 目 も据ら ないで 慌ててお ります。 

「まあ、 受取った と 言って くれ。 ともかくも 言って く 

れ、 後で 解る 事 だから 頼む、 後生 だから ご 



おしろい あか 

けた 浴衣と、 その 時 着て おりました、 白粉 垢の 着いた 

あわせ なく 

袷と を、 小包で 送って 来て、 あわれお 雪 は 亡な リ まし 

ひと リ お 

たという 添 状。 篠田は 今でも 独身で 居ります る。 二人 

とも その 命日 は 長く 忘れません と 申す のであります る 

飛んだ 長くなりまして、 御 退屈 様、 済みませんで ご 

ざいました、 失礼。 

明治 三十 三 ( 一 九 〇〇) 年 五月 
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